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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は、磁場に対して超高感度な検出器である SQUID の特性を極限まで高めて単スピンないしは

少数スピンの検出を試みることと、それを用いた超伝導材料などの新しいデバイスへの展開にある。研

究は着実に行われており、特に極低温局所光照射系の開発などにおいて、順調に準備が進んでいるが、

当初のテーマの大きさからすると、その目標との距離感はまだ大きい。物性研究を越えて、当初の目標

に向けてさらなる努力を今後期待したい。 


